
100th anniversary

過
疎
地
域
の
公
共
交
通

　

国
鉄
時
代
か
ら
人
吉
球
磨
地
域

の
足
と
し
て
、多
く
の
人
た
ち
を

運
び
続
け
て
い
る
く
ま
川
鉄
道
。

過
疎
地
域
の
最
重
要
課
題
と
も
言

え
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

影
響
は
、地
域
の
公
共
交
通
に
も

大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

く
ま
川
鉄
道
の
主
な
利
用
者
は

高
校
生
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い

人
た
ち
。生
徒
数
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
で
定
期
券
収
入
も
減
少
。

赤
字
経
営
が
続
く
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

災
害
と
コ
ロ
ナ

　

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、

く
ま
川
鉄
道
に
さ
ら
な
る
試
練

が
。全
世
界
の
あ
り
様
を
一
変
さ

せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
と

県
南
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、高
い
感
染
性
か
ら
人
の
動
き

を
制
限
し
、公
共
交
通
機
関
な
ど

の
経
営
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し

た
。令
和
５
年
５
月
に
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
と
な
っ
た▲豪雨災害で浸水被害を受けた車両

こ
と
で
、人
の
動
き
は
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、公
共
交
通
機
関
が

受
け
た
損
失
は
依
然
、残
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は

球
磨
川
第
四
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
流
失
や
保

有
す
る
全
車
両
が
水
没
す
る
な

ど
、く
ま
川
鉄
道
も
甚じ
ん

大だ
い

な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。３
両
を
復
旧
整

備
し
、現
在
は
湯
前
～
肥
後
西
村

間
の
部
分
運
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。肥
後
西
村
～
人
吉
温
泉
間
は

代
替
バ
ス
で
対
応
中
。利
用
者
の

大
半
が
乗
り
換
え
を
余よ

ぎ儀
な
く
さ

れ
る
状
況
で
す
。

▲通学のため車両に乗り込む生徒たち（あさぎり駅）

くま川鉄道利用者の声

◀�ファミリーマートIC 店（人吉

市鬼木町）前で代替バスを降

りる生徒。ここから徒歩で人

吉高校に

福田�陽
はる ね

音 さん
（球磨中央高３年＝水上村）

　入学時はバス通学でしたが、

１年生の後半から部分運行が

始まり、くま川鉄道を利用し始

めました。友達と楽しく会話で

き、車内から見る夕焼けはとて

もきれいで癒されます。

　くま川鉄道の存在は生徒に

とっても、地域にとっても大切

だと思うので、少しでも早い全

線復旧を願っています。

生徒にとっても、地域にとっても大切な存在

左）尾方�亮太�さん（球磨工業高２年＝多良木町）

　  黒木�翔太�さん（　〃　＝あさぎり町）

尾方さん）くま川鉄道

がなかったら、親に送

迎してもらう方法しか

なく、それでは親に大

きな負担がかかると思

うので、鉄道の存在は

ありがたいです。

黒木さん）鉄道のおか

げで毎日楽しく登下校

できています。

親への負担が減って助かっています

おはようございます
行ってきます！

全
線
再
開
に
向
け
て

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
流

失
し
た
球
磨
川
第
四
橋
梁
の
復
旧

工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。同

工
事
を
含
め
、全
線
再
開
に
向
け

て
支
援
し
て
い
る
の
が「
く
ま
川

鉄
道
再
生
協
議
会
」で
す
。

　

同
協
議
会
で
は
地
元
自
治
体
や

関
係
団
体
な
ど
の
連
携
強
化
を
進

め
、支
援
策
や
利
活
用
促
進
策
な

ど
の
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。今
後
は
上※

下
分
離
方
式
の
導

入
に
向
け
、鉄
道
施
設
な
ど
を
管

理
す
る
新
た
な
法
人
の
設
立
や
く

ま
川
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
移
管
す

る
鉄
道
施
設
な
ど
の
整
理
調
整
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　

部
分
運
行
で
高
校
生
の
通
学
の

足
と
し
て
再
開
し
た
く
ま
川
鉄

道
。以
前
は
始
発
か
ら
多
く
の
高

校
生
が
乗
り
込
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、高
校
の
朝
課
外
授
業
が

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

1,415,071人

425,541人

▲30 年間で約100 万人減少している

【年間利用者数の推移】

無
く
な
っ
た
こ
と
で
、そ
の
風
景

は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

人
々
の
生
活
の
あ
り
方
で
鉄
道

を
取
り
巻
く
環
境
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、く
ま
川
鉄
道

は
今
日
も
変
わ
ら
ず
球
磨
盆
地
の

中
央
を
走
り
ま
す
。こ
の
風
景
が

次
の
１
０
０
年
ま
で
続
く
た
め
に

は
、私
た
ち
の
支
え
が
必
要
で
す
。

▲部分運行再開をみんなでお祝い

▼復旧作業中の球磨川第四橋梁（肥後西村～川村間）※
上
下
分
離
…
線
路
な
ど
の
施
設
管
理（
下

部
）と
車
両
な
ど
の
運
行
・
運
営（
上
部
）を

す
る
組
織
を
切
り
分
け
、下
部
と
上
部
の
会

計
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
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